
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標　（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○全職員による共通理解と
　共通実践
・学習内容の定着に向けた
　分かりやすい授業の実践

○各教科において「授業を意欲
的に受けている」と回答をした生
徒80％以上。
〇授業参観後のレポート提出と
その後の授業の改善について
の比較検証。

・教師間授業参観の実施（6月・11月）によ
り、授業の質の向上を図る。
・教科研修会（6月・11月）を実施し、、互い
の問題点を話し合い、全体的な授業の質の
向上につなげる。

A

・授業評価アンケートで各教科の「授業を意欲的に受けている」と回答した生徒
の割合は、1学期末76～79％→2学期末88～97％で、目標値を大きく上回った。
中間評価の反省を生かし、各教科担任が授業改善に真摯に取り組んだ結果と
して、生徒の意欲喚起につなげることができた。
・11月の教師間授業参観では、6月のときよりも教科研修会記録用紙が残され
ており、問題解決に向けて十分な話し合い、検証が行わた。

A

・授業を意欲的に受けているという生徒が多いのは
よいことである。

・第２回会議の時に授業参観があったが、落ち着い
て授業を受けることができている。

・将来は、自分の好きなことに一生懸命に取り組む
姿勢をもって、自らを向上させていくことが必要なの
で、何事にも意欲的に取り組んでほしい。

教務

○学力向上 ○全国模試の学力推移調査に
おいて、Benesseの指標A1以上
の生徒を、中１は20名以上、中2
は25名以上、中3は30名以上。

・学力推移調査や学習状況調査の結果を
もとに学力分析会を実施し、各学年や教科
で課題を洗い出すことで、効果的な授業改
善を行う。 B

・12月に学力分析会を実施し、学力向上に向けた各学年、各教科の取組を共
有した。
・1月に実力テスト、学力推移調査、アドバンストテスト（希望者）を実施した。
・学力推移調査の結果において、A1以上の生徒数（4月→9月→1月）の推移
は、中1（4→12→12名）、中2(20→20→18名)、中3(14→17→25名)であった。
・生徒の実態把握とそれを踏まえた授業改善、学力の定着を図るために、来年
度は実力テストを年2回実施し、その効果を検証していきたい。

B

・学力とは何か、学力をすべて数値で測れるかという
と難しい。模試の結果も大切であるが、入試形態も
変わってきているので、学力向上の成果指標も検討
が必要なのかもしれない。

・中3で受検がないが、学習意欲が継続するような手
立てが必要である。

○家庭学習の習慣化 ○「家庭学習は十分にできてい
る」と肯定的な回答をした生徒
80%以上。

・Classiを活用して家庭学習の記録を習慣
化させることで、学習意欲の喚起につなげ
る。 B

・「家庭学習は十分にできている」と肯定的な回答をした生徒の割合は、1学期
末63％→2学期末67%で、微増したが目標には到達していない。
・Classiや自主学習ノートの活用など、各学年での取組のさらなる充実や発展
が必要で、家庭学習の習慣化につなげていきたい。

B

・生徒アンケートからも、家庭学習が足りていないと
いう結果が出ており、生徒自身もそう感じている。先
生から宿題を課されているから課題をやるという意
識ではなく、自ら興味関心があることを主体的に学
習してほしい。

●児童生徒が、自他の生命を
尊重する心、他者への思いやり
や社会性、倫理観や正義感、
感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

◎道徳アンケートを1月に実施
し、「人との関わりに関すること」
と「生命や自然、崇高なものとの
関わりに関すること」の項目で肯
定的な回答をした生徒80％以
上。

○「情報モラルを守って行動でき
た」と肯定的な回答をした生徒
80％以上。

・「生命を大切にする」ことと「自他を認め合
う」ことを重点目標とし、人権教育と連携す
る。
・職員室の道徳コーナーを活用し、教材の
共有等、学年をこえて学校全体で「考え、議
論する道徳」の授業実践に取り組む。
・生徒指導と連携して外部講師による情報
モラル講演会を実施する。
・道徳学習の題材に情報モラルに関する内
容を取り扱い、意識を高める。

A

・中高合同で、情報モラル講演会を実施した（4月）。
・中1はSNSに関する内容・スマホの取扱い（1学期）、中2は情報モラルに関する
内容（1学期）、中3は情報モラルに関する内容の道徳の授業（3学期）を実施し
た。
・「他人を思いやる心、自他の生命を尊重する心、倫理観のある行動を心がけ
ている」と肯定的な回答をした生徒は98％で、目標値を達成できた（2学期末）。
・「携帯・スマホ・学習用PCについてルールやマナーを守っている」と肯定的な
回答をした生徒は92％で、目標値を達成できた（2学期末）。

A

・「他人を思いやる心、自他の生命を尊重する心、倫
理観のある行動を心がけている」と肯定的な回答を
した生徒が98％ということで、とても高いので、素晴
らしいと感じている。

・今後も、情報モラルやスマホの適切な利用につい
ては、学期ごととか長期休業前後とか、事あるごと
に、こまめに指導を続けてほしい。

総務
（道徳担当）

●いじめの早期発見、早期
　対応に向けた取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、
いじめの防止等のための取組、
事案対処等）について、「組織的
対応ができている」と回答した教
員90％以上。

・いじめに関する教職員研修を実施する。
・定期的に「生徒理解協議会」を実施し、生
徒情報の把握と職員間の情報共有に努
め、生徒支援につなげる。また、いじめの未
然防止の取り組みにつなげる。
・いじめに関するアンケートを実施し、いじ
めの早期発見につなげる。

A

・いじめに関する校内研修を集合形式で実施した（8月・9月）。
・生徒理解協議会を年間7回実施した（4・5・7・9・11・12・2月）。SCも参加して助
言をいただき、定期的に生徒情報の把握と共有を行い、生徒支援につなげ、組
織的に対応できた。
・いじめの早期発見に向けて、アンケート（年2回）や面談を有効に活用できた。
いじめ覚知・認知件数は年間11件（2月末時点）で、いずれの事案も、迅速に管
理職への報告・連絡・相談を行い、早期対応ができた。また、職員間の情報共
有も密にして、組織的な対応をして、生徒支援につなげた。

A

・いじめ対応について、しっかりと把握し、きちんと解
決できていると感じた。

・中学校が定期的に行っている生徒理解協議会は管
理職やスクールカウンセラーも入って好事例であり、
他校のモデルケースにもなると思う。 生徒指導

●児童生徒が夢や目標を持
ち、その実現に向けて意欲的に
取り組もうとするための教育活
動。

●「自分の適性や進路希望を生
かした指導が行われている」お
よび「講演会やオープンキャンパ
スなどは自分の将来に役立つも
のとなっている」と肯定的な回答
をした生徒80%以上。

・面談や授業を通して生徒の思いや状況を
的確に把握し、進路に関する適切な情報提
供や支援を行う。
・キャリアに関する講演会や体験的活動を
通して、生徒が自分自身を見つめ、将来の
あり方を探究する機会を設ける。

A

・大学訪問（中１：佐賀大学、中２：九州大学・福岡大学）を実施した（11月）。ま
た、中3は進路講演会を実施した（11月）。
・中学全学年対象で、外部招聘による理系人材育成事業講演会を実施した（12
月）。
・「自分の適性や進路希望を生かした指導が行われている」と肯定的な回答を
した生徒は、1学期末84％→2学期末89％となった。
・「講演会やオープンキャンパスなどは自分の将来に役立つものとなっている」
と肯定的な回答をした生徒は、1学期末87％→2学期末93％となった。

A

・進路啓発を意識した取り組みがなされている。

・中高一貫校は中３で受検がないので気の緩むこと
がないよう、夢や目標に向かって意欲的に取り組ん
でほしい。 総務

進路指導

◎グローバルな活躍を目指す
生徒、旺盛なチャレンジ精神を
持った生徒の育成

◎「グローバルに活躍したいか」
および「物事に積極的に挑戦し
たいか」について、肯定的な回
答をした生徒80％以上。

・ネイティブスピーカーを招いた英会話体験
プログラムを企画・運営する。
・修学旅行を通して、自国に対する理解を
深め、視野を広げる取り組みを行う。
・韓国への海外研修の企画・運営を行う。

A

・中1では、学年代表による英語暗唱大会を計画し、保護者にも案内して実施し
た。
・中2を対象にグローバル・デイを実施し（2月）、外国人講師3名を招いて交流を
深めることができた。また、その後の学年発表会は、保護者にも案内して実施
することができた。
・中3の修学旅行では、多くの外国人観光客と出会い、関西大阪万博・京都研
修を通して、積極的に自主研修に取り組めた。
・海外国籍の中学生（アメリカ・フランス・ドイツ）を計4名受け入れた（7月・10
月）。
・県や市が主催する「全羅南道英語キャンプ（韓国）」「青少年グローバル共感
キャンプ（韓国）」「国際理解キャンプ（古湯）」に応募し、参加する生徒を出すこ
とができた。
・県立中高一貫4校合同海外研修（韓国）を本年度初めて計画し、3月末に6名
の生徒が参加予定である。

A

・グローバル人材育成に向けて様々な取り組みをし
ており、評価できる。

・本年度初めて、県立中学校4校合同での海外研修
を行うということだが、よい取組である。

総務
グローバル）

●健康・体つくり

●「望ましい食習慣と食の自己
　管理能力の育成」

●「健康に良い食事をしている」
生徒80％以上。

・「ほけんだより」等を通して、食育に関する
情報を提供する。
・学級や部活動等において様々な機会をみ
つけ、食に関する話を行うことで、生徒の食
に関する意識を高める。
・家庭科や保健体育科で食に関連する学
習を行い、そこで学習したことを他教科や
行事などで喚起できるようにする。
・生徒の委員会活動で、食育に関する活動
を入れる。

A

・中高合同開催という形で、文化祭と冬季休業明けに「食レシピコンテスト」を実
施した。コンテスト結果を掲示することで、応募生徒以外の生徒も食に関する興
味・関心を高めることができた。
・「バランスの良い食事」などをテーマとしたほけんだよりを発行したり、壁面掲
示をしたりすることで、生徒の意識啓発に務めた。（6月・7月）
・例年実施される食に関するアンケートでは、「健康に良い食事をしている」生
徒の割合が89％と高い水準であった（１学期）。

A

・朝食をとってきている生徒が多いと感じている。こ
れからも様々な啓発活動を続けてほしい。

保健厚生

●業務改善・教職員の
　　働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外
　在校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時
間外在校等時間の上限を遵守
する。
●年間20日の年次休暇のうち、
職員1人当たりの年次休暇の取
得日数14日以上。

○部活動方針に基づいた休養
日の設定と取得

・定時退勤推進日（月曜）設定と啓発を行
う。
・夏季休業中に学校閉庁日（8/8～15）を設
定し、休暇を取得しやすい環境をつくる。
・職員の毎月の時間外在校等時間を把握
し、必要に応じて面談を行う。
・職員に年休取得状況（上期）を知らせ、計
画的な年休取得を促す。
・部活動休養日（週２日以上）取得する。

A

・毎月の時間外在校等時間について、80時間超過の職員は毎月0名だった
（R7.4月～R8.１月）。一方で、当年度の時間外累計時間が360時間を超えてい
る職員は27％いるため、時間外削減に向けた一層の取組が必要である。
・年次休暇について、中学校職員の取得日数の平均は13日で、夏季休暇5日
は全員取得したことから、目標を概ね達成できた。
・週休日の振替について、計画的に取得できた。
・すべての部活動において、毎月、部活動方針に基づいた適切な休養日（週2
日以上）の取得できた。
・健康管理に努め、検診後の再受診率は90％と高い達成率となった。

A

・中学校職員は比較的よく有給休暇も取れていて、
部活動休養日を守らなければいけないという意識も
浸透してきていると思う。

･外部指導者を増やすなど、有効活用できればいい
と思う。

・部活動が過熱しないためには、保護者の理解も必
要だと思う。

副校長

●特別支援教育の充
実

○特別支援教育に関する教員
　　の意識向上と共通理解の
　　促進

○特別支援教育の視点で生徒
の対応を行った職員80％以上。

・定期的に、生徒理解協議会を開催し、発
達障害や学習障害についての情報共有や
対応について協議する。
・職員研修を学期に１回実施をする。
・研修において、教職員が具体的な支援方
法を事例を通して考える機会を持つ。

A

・定期的に（年7回）、生徒理解協議会を開催し、SC同席のもと、課題を抱える
生徒についての情報共有と協議ができた。
・特別支援に関する職員研修を、年間2回実施することができた。中学校職員
対象研修（5月）、中高合同研修（8月）。
・年度当初の計画にはなかったが、中１で「SNSの使い方と発達」講話（6月）、
中学校全校生徒に「発達の視点からSC講話」（2月）を実施した。

A

・特別に支援が必要な生徒について、生徒同士のか
かわり方は難しいと思うが、道徳の授業を生かして
ほしい。

保健厚生

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○不登校や別室登校生徒の
　学びの保障

○不登校生徒のうち、別室や家
庭等において学習に取り組むこ
とができた生徒70％以上。

・別室における学習支援（プリント配布やPC
学習課題、オンライン配信）を確実に実施
し、学習内容を記録していく。
・家庭において授業のオンライン視聴をでき
るよう、学校の環境整備を行う。
・生徒の状態に応じて、適応指導教室など
の外部機関へつないでいく。

B

・不登校生徒と別室定期利用生徒（9名）のうち、授業課題での学習（4名）、教
科担当の指導による個別学習（3名）、オンラインでの授業視聴（3名）であった。
※（　）はのべ人数。
・完全不登校状態生徒（2名）への学校からの具体的学習支援はできなかった
ものの、学習支援アプリや外部支援組織の紹介を行った。
・別室登校の生徒にオンラインでの授業参加を促すことが生徒の負担になるこ
ともあるため、継続して学習に取り組み、教室復帰へつなげていく仕組み作りに
ついて課題が残った。
・保護者支援として、ほっとタイム（保護者対象座談会、10月）の実施やSC面談
活用などを行った。

B

・不登校生徒の校内支援体制が整ってきており、学
校に来れるようになった生徒もいるのは評価できる。

･別室に登校できるようになった生徒に、学習を促り
たり教室に誘うなどすると来なくなる現状から、対応
が難しい状況だと推察する。授業だとなかなか教室
に行けないと思うので、テストを教室で受ける練習と
して声掛けをするのもいいのではないかと思う。

・職員の声掛けの仕方について研修をしてみてはど
うかと思う。

○学校生活支援員の支援体制
　の確立

○学校生活支援員やオンライン
授業配信支援員による支援体
制と環境整備を、上半期（9月）
までに整える。

・生徒理解協議会において、定期的に不登
校生徒の状態や支援方法について、スクー
ルカウンセラーから助言を得る。

A

・学校生活支援員による別室運営の流れができ、学校生活に不安を抱える生
徒がいつでも利用できる居場所となった。本年度の別室利用中学生徒は12名
（臨時利用も含む）であった。
・中学校全教職員が出席する生徒理解協議会において、学校生活支援員から
の情報提供やSCからの助言などを通して共通理解を図り、生徒の支援につな
げることができた。
・オンライン配信支援員による環境整備が進み、どの教室も必要時にすぐにオ
ンライン授業配信ができる状態である。今年度の視聴生徒は3名であった。

A

・学校生活支援員については資格は不要ということ
であるが、人柄が一番だと思う。生徒とよくコミュニ
ケーションが取れていると聞き、うまくいっているので
はないかと感じる。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立唐津東中学校

１ 前年度
  評価結果の概要

・学力向上については、11の方策の数値設定を修正し、実態に即した目標になった。3年間あるいは6年間の⾧期的視野を持ち、指導ビジョンや効果について検証していく。
・心の教育については、社会性を高め、自らを律し、相手を思いやる心の教育を学校行事を通して、あるいは道徳教育等を通して取り組み、ある程度の結果を残せた。
 いじめの早期発見・早期対応に努め、教職員間での情報共有や保護者への迅速な連絡・相談に努めてきた。別室登校支援員の配置も決まり、教育相談、特別支援教育的側面からの生徒支援の充実を今後も図ってい
きたい。
・グローバルな活躍を目指す生徒や旺盛なチャレンジ精神を持った生徒の育成に向けて、海外研修や国際交流に積極的にチャレンジする生徒が多かった。次年度もさらに発展させたい。
・業務改善・教職員の働き方改革の推進や部活動の休養日については、教職員一人ひとりの意識改革も必要であるが、学校全体で取り組む業務改善の目標を設定し、あわせて業務の平準化を今後も進めていく。

２ 学校教育目標
〇北部地区の県立中高一貫教育校として、これからの時代を見据えた６年間のカリキュラムに基づく教育実践を更に充実させる。
〇120年以上の歴史を持つ唐津市の伝統校として、地域の行政機関や各学校、地域の方々と連携した活動の中で、高い志と主体的に生きる力を身に付け、地域や国際社会の発展に貢献できる逞しい人材を育成する。

３ 本年度の重点目標

①生徒一人ひとりの進路希望の実現
②わかる授業実践と授業改善への取組
③社会性を高め、自らを律し、相手を思いやる心の教育の充実
④グローバル人材、チャレンジ精神を持った生徒の育成

４ 重点取組内容・成果指標

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価

○別室登校に関する
　　支援体制の確立

保健厚生

５ 総合評価・
  次年度への展望

・学力向上について、教師間授業参観の効果的な実施方法を検討し、さらなる授業改善や指導力向上を図ることで、学びの質向上や生徒の学力向上につなげていく。また、家庭学習の習慣化を図るための方策について検討する。
・心の教育について、SNSの適切な使い方や情報モラル意識の向上については継続した指導が必要であり、家庭との連携や協力を得ながら取り組む必要がある。
・いじめの早期発見・早期対応に向けて、定期的に生徒理解協議会を実施し、教職員間での情報共有や保護者への迅速な連絡・相談などを行い、管理職の助言のもと組織的な対応ができた。
・グローバル人材育成に向けて、グローバル・デイや海外国籍の中学生の受け入れ、県や市募集の海外研修や県立中４校合同企画の海外研修への参加など、国際的な視野で学ぶ機会を提供することができた。次年度もさらに発展
させていきたい。
・業務改善・教職員の働き方改革について、管理職からの積極的な声掛けやコーチングなどにより、計画的な年休・振休取得や部活動休養日の設定など、ワークライフバランスを意識した働き方を促すことができた。今後も学校全体
で意識を高め、あわせて業務の効率化や平準化を進めていく。
・別室における学校生活支援事業実施校として、別室の運営方法や学校生活支援員の役割や業務等について共通理解を図り、不登校生徒の改善につながった。今後はさらなる環境整備や、高校との連携の在り方などを検討して、
円滑な運営を行っていきたい。

学校関係者評価

●学力の向上

進路指導

●心の教育

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価


